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＜連絡事項＞
・医療機器の研修案内が下記の日程で開催されます。
日　時　：令和元年10月10日（木）

 時　間　：17:15～

 場　所　：病院2階　会議室

テーマ　：「心電図モニターの取扱い方法」

 講　師　：澁谷JGM

対　象　：病院看護スタッフ
・インフルエンザ流行に入りますので、うがい、手洗いなど徹底をしていきましょう。
＜患者様連絡事項＞
・小田　タネ様～スタッフと一緒に自宅の様子を見に行くため外出しています。自宅周辺は雑草が伸びており、自宅内は物が乱雑に置かれている状況でした。10/17、23、30でスタッフ付き添い自宅の清掃のため外出予定とし、来月より外泊訓練、退院前訪問指導行っていく予定です。
・松川　久雄様～田面木郵便局での電気料金支払いの為、外出し810円支払い帰院しています。 水道管工事、2社目の水洗サービスへ連絡していますが繋がっていません。見積もりができたのか確認お願いします。
・山下　幸子様～ＰＳＷより連絡があり、あっぷるハートの宮古氏10/16（水）15:30来院し、今後の契約などについて話し合う予定となっています。ＰＳＷが同席し対応予定です。10/17(木)10:00～11:00スタッフ付き添い青風荘の見学のため外出予定です。
・五日市　規様～10/17(水)10時～15時までスタッフ付き添い、印鑑購入と通帳を新しくするため、外出予定となっています。

＜要注目患者様＞
・飯田　修子様～朝食後、「シンラック下さい。」と要求あり、服用せず様子を観てもいいのではないかと伝えるも、「毎日出たいから飲ませて」と了解せず、再三の要求あり  継続指示によりシンラック液15滴投与しています。 本日の作業療法は、眠気の訴え午前中は不参加し午後より参加しています。喫煙の要求や大声を出す事はなく、落ち着いて過ごしています。
・小笠原　文人様～時折小声で独語していることがありますが、眼光の鋭さはなく、作業ではパソコン作業をしており、取り組むことができています。自分では少し落ちている気がすると訴えている事があります。他者トラブルなく経過しています。
＜馬渡Ｄｒのケース検討＞

・佐々木　淳様～介入への拒否や不機嫌さなく、穏やかに過ごしており、入浴などへの拒否もありません。歩行は相変わらず不安定で見守りや介入を要しています。診察で情報提供し、臨時薬ゾデピン250㎎から200㎎へ、カルバマゼピン200㎎から300㎎となり明日より７日分処方となっています。
・原　吉郎様～食事形態を変更後はすこしずつではありますが、摂取するようになっており、朝食1/2摂取出来ています。朝に身体不調を訴えることは続いていますが、日課や作業療法等は行う事が出来ています。時折独語聞かれています。診察にて去年10月から今年10月までに体重10㎏減少しているため、院内セット3と腫瘍マーカー(ＣＡ19-9、ＣＥＡ、ＰＳＡ)実施指示があり、来週の採血とともに行う予定です。
・山下　拓也様～買い物に関する確認の多さはあるが、不穏興奮はなく幻覚妄想の再燃なく落ち着いています。10/12(木)15:00から青山荘宿泊体験し、その後入所判定の予定です。処方継続となっています。
・戸賀沢　潔様～他患者様と物のやり取りが見られています。明日定期採血の予定です。
＜安ヶ平Ｄｒケース検討＞

・三上　勇様～　歩行者を使わないでＯＴ室へ行っています。ふらつきや足の痛みはありません。診察では役所に行くと言うことがあります。行動化はありません。介護認定調査の結果、要介護1となり、今後成年後見人をつける予定です。
・中川原　義雄様～腰痛訴え、スミルスチック2本処方となっています。3食パンだと健康に良くないと本人より訴えがあり、夕食のみご飯へ変更となっています。介護認定調査の結果、要介護１となっています。
・石橋　佐太史様～昨日妹様来院する。心理スタッフより心理検査の結果を伝えている。

また担当医より入院中の様子を伝えており、今後家族は青山荘への入所を希望しています。病棟では疾病教育と服薬の自己管理をすすめ、徐々に院外での買い物訓練を行っていきたい事を伝えると了承されています。
・上村　みわ様～血圧は138/73㎜Hgで特に問題なく経過しています。妄想に左右された言動も聞かれず、作業療法やリハプログラムには参加出来ています。
・滝田　英人様～時間はかかるが、拒否なく診察室で待っているが大きく独語をしている。担当医より体調や睡眠状況を確認するが何も答えず。  体調や睡眠について、声かけするも 返答なく下を向いているが、担当医が脈拍測定をすると独語している。

＜皮膚科診察＞

・三上　勇様～両下肢頚部の慢性湿疹については、デルモゾールＤｐ軟膏からヘパリン類似物質油性クリームへ変更しています。
・沼端　恵子様～左第3趾の鶏眼に対して、10/14スピール膏貼付、10/17に摘除予定です。
・齊藤　光枝様・五日市　規様は治癒となっています。
※他処置継続

